
について市民の皆様のご意見を募集します概 要 版

　旧深谷通信所は、昭和20年に通信施設用地として米軍に接収され、平成26年6月
に返還された、円形形状が特徴的な直径約1km、面積約77haの広大な土地です。
　これまでに横浜市が策定した「米軍施設返還跡地利用指針」や「横浜市米軍施設返還跡
地利用行動計画」、深谷通信所返還対策協議会をはじめ地元の皆様を中心に跡地利用に
関していただいた様々なご意見やご要望を踏まえ、機能や施設の導入を検討してきました。
　旧深谷通信所の整備の具体化に向けて、跡地利用の基本方針を基本計画（案）として
公表し、市民意見募集を経て、平成30年2月に「深谷通信所跡地利用基本計画」を策定
しました。
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■ 配置図

■ 施設概要

■ 周辺位置図 ■ 航空写真

＜所在地＞ 泉区和泉町・中田町　 ＜面積＞ 約77ha（国有地100%）　 ＜地域地区等の指定＞ 市街化調整区域

緑でつながる魅力的な円形空間テーマ
● 市民が楽しみながら元気になれる「健康・スポーツの拠点」をつくります
● 「人と人」「過去と未来」をつなぎ、「人と自然」をそだてます
● 「人と地域」を災害からまもり、「緑豊かな環境」をまもります

横浜市

概算事業費・スケジュール

約４００億円を想定しています
※ 事業費は現時点での試算です。各施設の詳細な設計を進めるなかで変更する可能性があります。
※ 公民連携や民間活力の導入の検討を行い、市費負担の削減等に努めます。

※ 都市計画決定及び環境影響評価については、対象となる施設のみになります。
※ 事業スケジュールについては引き続き精査していきます。

深谷通信所跡地利用基本計画（≪本編≫は下記の基地
対策課ホームページでご覧いただけます。

横浜市 政策局 基地対策課
〒231-0017　横浜市中区港町１－１
TEL：045-671-4002　FAX：045-663-2318
e-mail：ss-kichitaisaku@city.yokohama.jp
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02. 応急対策段階

01. 発災直後
●広域避難場所として、大規模火災発生時に周辺住民の避難
場所となります。

●外周道路は延焼遮断帯の効果が期待できます。

災害時運用の例

飛行場外離着陸場イメージ図

●車両動線沿いに活動拠点等各機能を配置します。
●構造物がない中央の草地広場を飛行場外離着陸場とします。
●周辺環境に配慮して資機材置場、災害廃棄物仮置場を配置
します。
●地域の必要に応じて利用することができる場所を確保する
よう検討を行います。

03. 復旧・復興段階
●災害廃棄物仮置場から離れた位置を応急仮設住宅の建設
用地とします。

●瓦礫などの増加に対応して、災害廃棄物仮置場の区域を
拡大します。

●順次、利用可能な場所から公園利用を再開していきます。

公園整備について
横浜市全体と比較して、泉区は、一人当たりの公園面積が全市平均4.91㎡のところ、2.37㎡（18区中17位）と小さく、
都市公園の少ない地域となっています。

かまくらみちについて
　各施設の配置は、旧深谷通信所を縦断するかまくら
みちを利用しながら整備することを考慮し、かまくらみ
ちを存置した計画とします。 

環状交差点の特徴
　環状交差点（ラウンドアバウト）は、信号交差点に比
べて交差点への進入速度が抑制されるため、事故の減
少が期待されます。
　さらに、時計回りの一方通行であるため、正面衝突や
右折対直進といった大きな事故が構造的に生じにくく
なります。加えて、震災等の停電時でも運用可能です。

＜泉区の一人当たり公園面積＞

整備前 2.37㎡ （18区中17位）

整備後 5.62㎡ （18区中7位）

※一人当たり公園面積（H29.3.31 現在）
　全市平均：4.91㎡

旧深谷通信所に50haの
公園が整備される効果

発災直後平面図

応急対策段階平面図

区別一人当たり公園面積

復旧・復興段階平面図

イメージ図
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※上記で示した機能・区域は災害時の活用方法の例です。
　（市全体の防災対策への優先的活用など、実際の活用方法は発災の状況に応じて異なってきます。）
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横浜市 政策局 基地対策課
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e-mail︓ss-kichitaisaku@city.yokohama.jp
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